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里：この度はお集まりいただきありがとうござ
います。今号の「徳島経済」では、前号に続き

「人口減少」をテーマにしています。
　徳島県の人口減少は少子化に加え、若者の
県外流出が主な要因として挙げられます。大学
や、短大、専門学校を含む高等教育機関への進
学率は 8 割を超え、進学は若者が地域を離れる

大きなきっかけとなっています。
　徳島県は、大学進学時の地元残留率が36.5%
と四国で1位、全国でも18位と高い水準です。
本日は大学を経営するお立場で、地元進学の選
択肢を守り続けてこられた皆さまと、様々な観
点から議論を交わせればと思っております。
河村・佐藤・村崎：よろしくお願いいたします。

左から、里、佐藤理事長、河村学長、村崎理事長

村崎　文彦

学校法人村崎学園
徳島文理大学　理事長

里　正彦

公益財団法人徳島経済研究所
専務理事

大学経営者が語るこれからの徳島
座談会

河村　保彦

国立大学法人徳島大学
学長

佐藤　一郎

学校法人四国大学
理事長



32024
Autumn

学生の受入状況と卒業後の進路
里：まずは、現在の学生の受入状況と進路につ
いてご説明いただけますか。
河村：徳島大学では例年、県内出身の入学者数
が全体の約 3 割を占めます。中でも2024年度
は入学者のうち県内出身者数が402名、全体に
占める割合が30.5%と、過去 5 年間で一番低い
水準となりました。
　男女別にみますと、男子の県内出身者比率は
24.6%であるのに対し、女子は38.5%と割合が
高くなっています。こちらは過去 5 年間、同じ
水準を維持しています。
里：徳島大学さんは、兵庫からの進学者が多い
とお伺いしました。
河村：兵庫、大阪、和歌山、岡山などからの進
学者が多いです。最近は東海地方出身の進学者
も多く、広報活動時にもそうした地域へ足を伸
ばすようになりました。
里：進路状況はいかがでしょうか。
河村：就職を希望する学部生の就職率は99.2%
と、高い水準を維持しています。そのうち県内
就職者は186名で、就職者全体に占める割合は
26.4%です。

　例年、県内に就職する学生の割合は 3 割前後
で推移しています。最近は県外の企業が基本給
を大幅に上げたり、福利厚生面の強みをアピー
ルされたりと、条件面が非常に良くなっていま
す。その流れを受けて、県外志向の学生が増え
ているように感じています。
佐藤：四国大学では、在籍者数の約7割にあた
る1,928名が県内出身です。徳島大学さんと反
転する形で、県内からの進学者が圧倒的に多
くなっています。男女別にみますと、男子が
36%、女子が64%と、女子の方が多い状態で
す。また、外国人留学生は135名で全体の 5%
を占めています。
　昨年の就職率は97.7％と、全国平均の90.4%
を大きく上回っています。そのうち約 6 割の
380名が県内で就職しています。業種別の就職
率は、医療・福祉が29.8％、教育・学習支援が
15.4%、卸売・小売が14.8%となっています。
里：県内就職者の人数がとても多いように思い
ます。要因などはございますか。
佐藤：県内出身学生の比率が高いことは勿論で
すが、本学では、地元自治体・企業・住民と連
携し地域を志向した教育を全学的に進めていま
す。地域のことをよく知り、学生として地域で
活動する経験を積み、卒業後も地域でたくまし
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く活動する地域貢献型人材の育成を行っている
ことが大きな要因であると考えています。
村崎：徳島文理大学は、徳島と香川にキャンパ
スがございます。全体の在籍者の内、徳島出身
は36.4%、香川出身が20.2%と、本学の地元（徳
島と香川）出身者の割合が半数以上を占めてい
ます。
　そこに愛媛、高知を加えますと、四国出身者
が約 8 割を占めます。また、沖縄、兵庫、岡山
出身の学生も以前から多いです。
里：徳島文理大学さんは、沖縄県外の大学で沖
縄出身の学生数が日本一だとお伺いしました。
村崎：先々代（村崎凡

ただひと

人氏）は戦争経験者で、太
平洋戦争時に「沖縄が日本を守った」という考
えを持っておりました。当時の沖縄県は、本土
との教育格差があり、「沖縄の教育を何とかし
たい」という思いから、沖縄からの学生（戦後す
ぐは「留学生」と称されていた）を積極的に受入
れていたようです。自身の家の近くに寮を建て
るなど、熱心に支援していました。その結果、
口コミで入学生が増え、現在に至ります。
里：学生の進路状況はいかがですか。
村崎：昨年の大学・短大全体の就職率は98.7％
で、徳島出身者の67.6％、香川出身者の70.2％
が地元で就職されています。
　「県外流出を止める」ことに関しては少し違う
視点で考えていて、私たちは県外の入学希望者
に地元へのUターン率の本学の状況をお伝えし

ています。例えば沖縄出身の学生の60％、愛
媛・高知・兵庫出身の学生も50％が地元で就職
されています。こうしたUターン率の現状を保
護者にもお伝えすることで、「資格を取るため
なら、県外に進学してもいい」という判断をし
ていただけます。また進学者の多い県外の自治
体と就職協定を結び、卒業後に帰りやすい環境
を整えています。
　人口減少や若年層の県外流出は徳島だけでな
く、全国共通の問題です。「県外学生も地元へ
戻りたい」という考えを踏まえなければ、学生
募集は難しい状態にあるといえます。　
里：徳島においても、「進学で県外に出ても、将
来的には戻ってきたい」という学生は多いよう
に思います。
村崎：将来的には地元で働きたい、と思ってい
る県外の方々が、進学で徳島に移り住んでもら
えていることは、徳島の活性化に繋がっている
と考えています。
　県外出身の学生が地元に戻ったとしても、徳
島で過ごした時間は思い出として残ります。卒
業後もふるさと納税や観光といった形で、徳島
に関わり続けてくださる方も多くいらっしゃる
ようです。
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里：人口減少対策としては、その地域に住む
「定住人口」だけでなく、住んでいなくても定
期的に地域と関わり、地域に貢献しようとす
る「関係人口」を増やすことも重要ですよね。
村崎：そうですね。四国大学さんも留学生を積
極的に受入されていますが、国や都道府県を問
わず、色んな文化がダイナミックに交流する環
境が県内にあることは、徳島で学ぶ学生たちに
とっても良いことだと考えています。
　他県では、大学の設置によって地元学生の高
等教育進学率が上がった事例もありますが、徳
島の発展のためには、県内のみならず県外の
方から選んでいただける大学であり続けたいと
思っています。

少子化時代の学生募集
里：高校生に向けた広報活動は、どのように行
われているのでしょうか。
河村：徳島大学では、進学希望者全体に向け
て、8 月にオープンキャンパスを実施していま
す。一部の学部は説明の様子をYouTubeで生
配信したり、8 月以降も全学説明会をオンライ
ンで複数回実施したりと、より多くの方に参
加していただけるように工夫をしています。
村崎：本学もそうですが、最近はオープンキャ
ンパスの頻度も昔に比べて増えてきましたよ
ね。
佐藤：そうですね。本学でも 6 ～ 7 回程行って
います。高知や沖縄など、県外でも開催してい
ます。
河村：文理大学さんも、沖縄でオープンキャン
パスをされていらっしゃいましたね。
村崎：はい。出張オープンキャンパスを実施し
ています。全学科ではなく一部の学科対象には
なりますが、沖縄出身の現役学生に加えて卒
業生の協力を得てキャンパスライフを紹介した
り、進路相談や模擬授業を実施したりしていま
す。
河村：県外でのオープンキャンパスなど、私学

さんに比べますと国立大学はまだまだ頑張らな
くてはいけないと感じます。
里：オープンキャンパスの他にも、学生に向け
た広報活動の機会はあるのでしょうか。
河村：合同の進学説明会に参加する場合や、県
内外の高校に直接お伺いして説明会を開く場合
がございます。
村崎：県内では進路選択の授業の一環で、各大
学の担当者と一緒に、進路ガイダンスを行うこ
ともありますよね。
　高校内ガイダンスは自校の説明をフルにして
いい学校別進路説明会と、高校生の進路選択の
サポートとなる分野別説明会があります。進路
の選び方や就きたい職業に必要な資格の説明な
ど、各大学に共通する部分を説明し、ガイダン
スを担当した学校が自校を例にしながら説明を
行う場合がございます。
里：3大学の皆さまが、一緒に説明会を行われ
る、ということもあるのでしょうか。
佐藤：教育関係の業者さんが主催する合同進学

四国大学のオープンキャンパスの様子

徳島文理大学の沖縄出張オープンキャンパスの様子
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説明会などでは一緒に参加し、大学ごとにブー
スを設置しています。ただ、競合関係でもある
ため、各大学が共同で学生募集を行うことは難
しいと感じています。
　一方、外国人留学生に向けては、本学（四国
大学）と徳島工業短期大学さんで連携し、学生
の共同募集を実現しています。本学の職員が海
外での説明会に参加した際に、学生から「自動
車に興味がある」というお話があると、徳島工
業短期大学さんのご紹介をしますし、その逆の
場合もございます。
里：いつ頃から連携体制を取られているので
しょうか。
佐藤：7 年ほど前になります。留学生の募集を
始めたころ、徳島工業短期大学の前理事長であ
る近藤孝造氏にご提案いただいたのが始まりで
した。双方のキャンパスで国際化が進んだこと
は、連携体制の大きな成果だと考えておりま
す。
里：お互いのカリキュラムにない部分を補い合
う形で、うまく連携していらっしゃるのです
ね。

連携でつくる魅力的なカリキュラム
里：カリキュラム編成においても、大学間で連
携されることはあるのでしょうか。
河村：はい。四国内の 5 つの国立大学（徳島、鳴
門教育、香川、愛媛、高知）では、2023年の 4
月より、「連携教職課程」を開始しました。
　それぞれの大学の強みを生かしながら、各大
学の教員養成の科目を連携し、美術、家庭、情
報など多様な専門領域をカバーしています。
佐藤：教職課程の全教員を自前で持たなくても
いいということですね。
河村：そうですね。今後、単独では維持が難し
い教科も存続が可能となるうえ、連携すること
でより魅力的なカリキュラムを用意することが
できます。例えば美術分野では、四国 5 国立大
学以外からもゲスト講師をお呼びし、四国にい
ても最先端の知識や技能を身に付けられるよう
になっています。こうした連携の取り組みは全
国でも初めてで、少子化時代のモデルケースに
なればと考えています。
里：他にも、5 大学の皆さまで連携されている
取り組みはございますか。
河村：「四国人財育成塾」のプログラムがござ

四国5国立大学の連携スキーム図
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います。各大学が学術講演会やシンポジウムを
持ち回りで開催し、四国共通の課題を研究・討
論する機会を設けることで、地域課題の解決に
向けた人材育成に一丸となって取り組んでいま
す。こちらは学生だけでなく、社会人の方にも
多く参加していただいています。
村崎：県内の大学さんは、本学（徳島文理大学）
も含めて、それぞれが幅広いカリキュラムをお
持ちですよね。学部学科の数で見れば、徳島の
子どもたちは恵まれた環境にあると思っていま
す。
　人口減少により、芸術や音楽などの学部・学
科を設置できない大学・地域も多くあります。
県内で幅広い選択肢を維持することは、徳島の
子どもたちが地元で夢を叶える可能性を残すだ
けでなく、選択肢が少ない他地域から学生を呼
び込める可能性も高めます。
　また、免許や資格を取れるカリキュラムも多
く、就職を見据えた上での選択肢も取りやすく
なっています。
里：県内残留率が四国 1 位となったのも、そう

したことが関係しているように思います。
村崎：そうですね。学生のニーズも多様化して
いますので、本学は学部学科や資格の数を充実
させて、中には小さな学部もございますが、学
生の学びたいという意欲を重視し、学生数を確
保するという考え方で運営を続けています。
　学科数が多くなるため、その分教職員を多く
雇用しなければならず、大学としては苦労する
ところではありますが、人口減少を抑えるとい
う点でも、学びのニーズに応える点でも大事な
ことだと考えております。

地域全体で、次世代を担う「人財」を育てる
里：3 大学の皆さまで連携されている取り組み
と言えば、産学官連携プラットフォームがござ
いますね。
佐藤：はい。2018年 8 月、地域社会の発展をめ
ざして、県内すべての高等教育機関と経済5団
体、徳島県、徳島県市長会および町村会の皆さ
まと包括連携協定を締結しました。

とくしま産学官連携プラットフォーム　組織図
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　高等教育機関においては、3 大学のほか、鳴
門教育大学、徳島工業短期大学、阿南高専さ
ん、そして本年度からは神山まるごと高専さん
にも加わっていただきました。
里：具体的にはどのような取り組みをされてい
るのでしょうか。
佐藤： 学生確保と県内就職の促進という点で
は、共同YouTubeチャンネルでの情報発信や、
実践型インターンシップの実施、共同授業『徳
島の魅力、徳島で働く』の開講などの取り組み
を行っています。
　地域産業の活性化や時代を担う人材育成とい
う点では、各高等教育機関や市町村などとの共
同研究・共同事業や、地域課題解決を目的とす
るフィールドワークの実施、社会人を対象とし
たリカレントプログラムの提供などに取り組ん
でいます。
里：各団体の垣根を越え、一丸となって取り組
まれているのですね。
佐藤：はい。ただ、この事業は私立大学等改革
総合支援事業の枠組みを使って進めています。

そのため、徳島大学さんは私たちと同じように
取り組んでいただいているにも関わらず、補助
金を得ることができないのです。
　その分、徳島大学さんが主幹となられている
COC＋R事業などにも、しっかりと協力させ
ていただきたいと考えています。
里：COC＋R事業についても、詳しくお伺いし
たいです。
河村：COC＋R事業「とくしま創生人材・企業
共創プログラム」は、地域の未来を担う人材を
大学と企業が共に育成する取り組みです。
　企業の皆さまと関わることで、「地元の魅力
を学生が再発見し、県内に定着する」といった
好循環を生み出すことが目的となっています。
また、その過程で企業の皆さまに成長していた
だくことも目標に掲げています。
　同事業は、2015年度に徳島県や県内の高等教
育機関（四国大、四国大短期大学部、徳島文理
大、徳島工業短期大、阿南高専）と共に始めた

「COC＋」事業が前身となっています。2020年
度に、「企業共創」をテーマに加え、「COC＋

COC＋R事業　スキーム図



92024
Autumn

R」事業として改めて文部科学省から採択いた
だき、新たにスタートしました。
　全国でも同事業の採択を受けた地域は 4 つし
かございません。また、これだけ多くの教育機
関が参加しているのは徳島だけであり、非常に
ありがたく感じております。
里：徳島県独自の取り組みとして、どのような
特徴があるのでしょうか。
河村：地域学習や実習科目を設置したほか、企
業の皆さまと連携し、実践型のインターンシッ
プや短期訪問実習（エクスターンシップ）を実施
しています。また、積極的に取り組んだ学生に
は、「地域クリエーターズ・マイレージ・ポイン
ト」を付与し、就職活動時の自己PRにも活かせ
るよう履修証明書も発行しています。特に高ポ
イントを取得した学生は、徳島県知事などから
表彰を受けられる「地域クリエーター表彰」制
度があるのも特徴のひとつです。
　また、地域課題に沿ってコーディネーターも

起用しています。単に地
元就職を促進するだけで
なく、地元や企業の方の
課題解決にも繋げていた
だける内容となっていま
す。
里：各高等教育機関さん
とは、どのように連携さ
れているのでしょうか。
河村：共同授業を実施
し、遠隔履修や単位互換

制度も導入したことで、大学の垣根を越えてよ
り多くの学生が参加できるようにしています。
　本学単独では難しい取り組みですが、ご協
力いただくことで、地域にとって魅力的なカリ
キュラムを実現することができています。
里：COC＋R事業の今後については、どのよう
にお考えですか。
河村：四国大学さん、徳島文理大学さんには、

「COC＋」であった時代から多大なご協力をい
ただいております。地元で就職される学生さん
も多く輩出されており、こうした動きを加速さ
せるためにも、COC＋R事業を現状に合わせて
バージョンアップしていきたいです。
　また、リクルーティングやキャリア支援、AI
などのデータサイエンス教育といった共通の課
題も多くあります。これらの課題を乗り越える
ため、COC＋Rや共同研究拠点などの仕組みを
上手く活用していただき、ウィンウィンの関係
を築いていければと考えています。
里：「COC＋R」の他にも、地元企業の皆さまと
共同で実施するカリキュラムはございますか。
佐藤：はい。四国大学の経営情報学部では、2010
年から中小企業家同友会の経営者の皆さまと連
携して、「社長塾」を開講しています。
　経営者ご自身のお言葉で、経営理念や会社が
有する技術の特徴などについて、学生にお話し
いただいています。専門的な勉強をする傍ら、
企業経営の考え方も学べることで、卒業後の進
路を広げる良い機会となっています。

地域クリエイター表彰式

COC＋R事業参加校共同授業
「徳島の魅力、徳島で働く」
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里：「社長塾」に参加された学生は、どのよう
な感想をお持ちですか。
佐藤：講師となる経営者の方々は、会社経営に
対するご自身の考えを、普段は見えづらい部分
までお話してくださいます。そうした話になれ
ばなるほど、学生は非常に興味を持ち、感銘を
受けております。「社長塾」は本学だけでなく、
徳島文理大学さんも開講していらっしゃいま
す。
村崎：徳島文理大学でも総合政策学部におい
て、中小企業家同友会のご協力を得て、2018年
から社長塾を実施いたしました。それに加え
て、現在では「社会課題解決をテコに新たな価
値を創造するための理論と実践を学ぶ」を目的
に「集客交流産業論」を2015年より開講してお
ります。毎年度テーマに沿った講師をお呼び
して、最前線の現場について学んでおります。
　他にも、県内の魅力や地域の課題について
知っていただくために、新入生の必須科目とし
て「文理学（地域学）」を設けています。本年度

は、「地域学スタートアップコース」として、課
外学習の機会を設け、倉庫街を活用し「新しい
まちづくり」を進める万代中央ふ頭の皆さまか
らお話をお伺いしました。
　こうした取り組みは、県内出身者だけでな
く、県外から来られた方にも徳島に愛着を持っ
ていただける良い機会になっています。

地元就職を選択肢に入れてもらうには
里：地元定着のための取り組みを通じて、感じ
ている課題や思いなどはございますか。 
村崎：人口減少が深刻さを増す中で、地元の利
益が優先され、「地元に残る」という選択肢が
強制されたり、学校側の評価を高めるために誘
導したりすることは望ましくないと考えていま
す。
　本学園には高等学校もあり、県外に進学する
生徒も多くいます。同様に大学生たちが「地元
以外の大手企業や給与水準の高い企業に行くこ
とで、生活が豊かになる」と感じているならば、
その夢を大学側が止めることは難しいです。学
生たちが「残りたい」と思えるような地域かど
うか、という視点が重要なのだと思います。
　また、大学進学を希望する高校生のなかに
は、「大学選び」と同じくらい「まち選び」を重
要視している方もいます。徳島・香川を住む場
所として選んでもらうための魅力づくりを、大
学単体で行うには限界があると感じています。
里：学生たちに選ばれる地域になっていかなけ
れば、という視点は本当にその通りですね。
　一方で、徳島には世界に誇れるような企業も
たくさんあるのですが、学生がそうした選択肢
があることを知らないという現状もあるように
思います。
　愛媛で高校生に「事業内容まで知っている地
元企業の数」を尋ねたところ、約7割の生徒が

「ゼロ」「1 ～ 4 社」と回答したようです。名前
が挙がったほとんどの企業は、私たちでも知っ
ている大手企業で、県外資本の名前もありまし

社長塾の講義風景

地域学スタートアップコースの様子（万代中央ふ頭にて）
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た。愛媛同様、徳島でも高校生が地元企業の良
さを知らないまま県外に進学しているとすれ
ば、就職活動において地元企業が選択肢に挙が
る可能性は低くなります。
佐藤：地元企業を知らないというのは、高校生
だけでなく大学生でも同じですね。県内で世界
トップシェアを有する企業や、県内の売上ラン
キング上位に入っている企業の存在を知らない
学生は多いです。
　社長塾を受講した学生向けのアンケートで
も、「県内にこんな素晴らしい企業があること
を知らなかった」という意見がたくさん見受け
られました。
村崎：保護者の方も同様かもしれません。特に
BtoBの企業は、あまりご存じでない方も多い
です。
　就職実績は学生募集にも大きく影響するた
め、選んでいただくために上場企業のお名前
や、公務員試験の合格者数を先に紹介せざる
を得ないという実情もございます。保護者に向
けても、地元企業の良さをもっと知ってもらえ
るような機会があっても良いのかもしれません
ね。
河村：BtoBの企業で、例えば四国化工機さんは
最先端の充てん・包装機器や、食品事業など、
非常に幅広く事業をなさっていますよね。「世
界に誇れるような事
業や働く場所は徳島
にもあるんだ」とい
うことを、高校生や
その保護者に知って
いただく機会はもっ
とあってもいいと思
います。
　かつて「13歳のハ
ローワーク」という
本がベストセラーに
なりましたが、四国
や徳島版で早くから
キャリアを学べる媒

体があればと思います。また、「プロジェクト
Ｘ」のように、大人の方にも興味を持っていた
だける発信の方法を考えるのも、良いのではな
いかと思います。
里：私自身は、地元企業を良く知る民間人材
が、高校や中学校などのキャリア教育に関わ
り、それぞれの企業が持つ魅力を伝える仕組
みがあってもいいのでは、と考えています。
佐藤：それはいいアイデアですね。県内企業の
魅力を知らない学生は、結果として「都会は給
与が良い」「都会に憧れがある」といった基準で
しか就職先を選ぶことができません。同じ業種
でも、都市部と地方では給与が10数万円違う
場合もあります。
　また、近年は外国人雇用のニーズも高まって
いますが、自分で生活費や学費を賄っている留
学生ほど「給与」の違いには非常にシビアです。
こうした視点も忘れてはならないと思います。
河村：本学で実施した留学生の意識調査でも、
同じような傾向が見られています。
佐藤：在学中のアルバイト先選びでも、最低賃
金や時給の違いには敏感です。時給が少しでも
高ければ、自転車で片道20分ほどかかっても
アルバイト先を変える、という方も多いです。
　一方で、地方の企業が全て都市部と同じ給料
水準にできるかといえば、難しいところもある



12 大学経営者が語るこれからの徳島

と思います。そこは、経営者の理念やビジョン
を説明し、その企業にしかない魅力を感じても
らうことが重要かもしれません。
里：先ほどお話しいただいた社長塾や、COC＋
R事業の取り組みも、そうしたお考えが基にあ
るのでしょうか。
佐藤：今日のお話では「県外流出を止められな
い」という声もありましたが、都市部よりも魅
力のある企業が徳島でたくさん育ち、学生がそ
のことを知れば、徳島に留まってくれるのでは
ないかと希望を持っています。
　東京一極集中によって人口減少が加速する中
で、私立大学や国公立大学も含めて、四国に一
つしか大学がいらないという時代が訪れるかも
しれません。そうした状況の中でも、「地域で
学び、資格を取って就職をしたい」という学生
に選んでもらえるカリキュラムを用意し、地元
で活躍できる人材を育成し続けたいと考えてい
ます。
村崎：人口減少に伴い人材不足が加速し、省人
化も進んでいます。徳島でもセルフレジや配膳
ロボットを見かける機会が増えてきました。
　この先、地方でも人手が不要な生活に変わっ
ていくとすれば、子どもたちが就職してからの
40年間、将来を見通せる仕事を地元で提供で
きるかという観点も重要だと思います。
　そうした企業や仕事が、大学のベンチャーや
産学官連携の取り組みの中から生まれてくれれ
ば、本当に嬉しいことですよね。

徳島にしかない魅力をつくる
里：先ほど大学ベンチャーの話も出ましたが、
地元に新たな可能性を生み出す人材を育成し、
魅力的なビジネスの創出に繋げるという取り組
みは、まさに今、皆さまが挑戦されているとこ
ろだと思います。
　徳島大学さんは、多くのベンチャー企業を輩
出されていますよね。
河村：現在、大学発ベンチャーは36企業にま

で増えております。代表的な企業としては、ゲ
ノム編集技術を活かした商品開発を行う「株式
会社セツロテック」や、先端レーザ・プラズマ
技術で産業界の革新をめざす「株式会社Smart 
Laser & Plasma Systems（以下、SL＆PS社）」、
食用昆虫の養殖ビジネスを展開する「株式会社
グリラス」などがございます。
　セツロテックとSL＆PS社は、2024年の 3
月に、四国経済産業局が選定する「J-Startup 
WEST（四国地域）」に選定していただきました。

　四国地域から全国・世界に羽ばたく企業とし
て選ばれた11社のうち、2 社が本学発のベン
チャー企業であったということは、大変喜ばし
いことだと感じています。
里：徳島文理大学さんも、地域課題を解決に導
くための新たなビジネスを生み出そうとしてい
らっしゃいますね。
村崎：はい。徳島や香川では海藻養殖が盛んで
すが、温暖化などの影響でその水揚げ量は減少
し、色褪せも発生するようになりました。こう
した課題を、大学の知見や技術を活かして解決
するために「あおさのりプロジェクト」を進め
ています。
　その結果、2021年11月に薬学部の山本教授に
よって、世界で初めてあおさのりの陸上養殖を
実用化することに成功しました。2022年には、
海陽町のベンチャー企業である「海藻ラボ」と
連携し商品化も実現しました。山本教授はこの
技術を世界的に広めていくために特許を取得し

J-StartupWEST（四国地域）選定式
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なかったそうです。その思いに応えるように徳
島大学さんでは、鉄分を多く含む「ミリンソウ」
の陸上養殖に成功されており、季節を変えなが
ら同じ施設で養殖しています。
　また山本教授の協力のもと、あおさの陸上養
殖設備を愛媛県西予市に設けたマルコメ（本拠
地：長野市）さんが、この 9 月から味噌汁の具材
としてこれまでのものから「陸上養殖あおさ」
に一新するようです。
里：そうした取り組みは、学生にどのような影
響を与えていらっしゃいますか。
村崎：薬学部の学生にとっては、薬剤師だけで
なく、化学や生物学のスペシャリストとして製
薬や食品会社など幅広い進路に繋がることを実
感していただくきっかけになっています。
　また、他学部ではありますが、短期大学部生
活科学科パティシエコースの学生があおさのり
を使った「あおサブレ」の開発を行い、今年の 3
月から販売を開始しました。製造をスタジオれ
もんさんに委託し、クレメントビルさんや徳島
県庁さんの売店で販売していただいています。

産官学が連携する形で商品化できたことは、学
生にとっても良い経験になったと考えていま
す。
　大学の研究は内部に閉じられがちですが、目
に見える形で成果を地域・社会に還元し、そう
したことに魅力を感じる生徒に本学を選んでも
らえれば嬉しく思います。
里：四国大学さんでも、地域資源を活用した取
り組みを進めていらっしゃいますね。
佐藤：はい。本学では、徳島の二つの「青」で
ある藍とLEDを中心に、「SUBARU事業（四国
大学研究ブランディング事業）」と、「T-LAP（徳
島光・アート教育人材育成事業）』の活動・研究
を進めています。
　この 2 つの事業では、地域資源の新たな可能
性を見つけ、活用できる人材を育成すること
で、新規ビジネスへの展開や地域関連企業の活
性化に繋げることを目的としています。

あおさのり　陸上養殖場

SUBARU事業、T-ＬＡＰ事業の概要

「あおサブレ」完成記者会見 ＬＥＤ植物工場での藍栽培
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　取り組みの結果、食用藍の機能性の発見およ
び機能性表示食品開発への展開や、光アートを
活用した徳島のイメージ向上などの成果が生ま
れています。また、LEDを用いた藍の水耕栽培
など、2 つの地域資源の価値を掛け合わせるこ
とで、お互いの価値を高める研究も行っていま
す。
里：そうした取り組みは、徳島自体の価値も高
めてくださっているように思います。
佐藤：そうですね。徳島の価値を高めたいとい
う思いはずっとあります。
　昔のことですが、心にずっと残っている出来
事があります。金沢の大学を見学した時のこと
です。その大学の理事長が、「徳島県にはお世
話になっています」と開口一番におっしゃいま
した。理由を尋ねると、金沢の名産菓子に徳島
産の和三盆を使っており、その菓子が好評で徳
島に感謝しているとのことでした。私はそのお
話を伺い、とても悔しく感じたのです。
　徳島は第一次産業が盛んですが、他地域が徳
島の産品を使って高付加価値を付けている一方
で、徳島自身は地域資源の活用や産業育成がま
だ弱いように思います。藍産業で栄えた時代か
ら現在まで、徳島が衰退している要因の一つが
ここにあると考えました。
　こうした思いは今もあり、本学も地域課題の
解決や、地域資源の活用に繋がる新たなビジネ
スを育てていく努力を続けていきたいと考えて
います。
里：そういう視点で見ますと、大y製薬さんや
日亜化学工業さんは、上手く地域資源を活用さ
れて大きくなられていますね。
　大y製薬さんは製塩で栄えた鳴門で、塩田残
渣（にがり）を活用して炭酸マグネシウムなど
を、日亜化学工業さんは徳島で産出された石灰
石を活用し、結核の治療薬の原料となる無水塩
化カルシウムなどを作るところから、事業を興
されています。ぜひ、その次の企業がでてきて
ほしいという思いもありますよね。
佐藤：はい。そのため、本学では創業支援事業

の取り組みを続けています。まず学生が創業に
興味を持てるよう、行政の担当者や地域の企業
家の皆さまを招待し、講演やグループワーク、
ビジネスセミナーなどを開催して、地域の課題
や企業、創業の選択肢を知ってもらうところか
ら始めています。
　次に、起業に関心を持った学生に向けては、
ビジネスプランの作成、仕入、販売、運営管理
といった創業のプロセスを学べる「チャレンジ
ショップ」や、県内企業と連携して商品開発を
実際に体験する「学生開発プロジェクト」など
も実施しています。
河村：新たな産業を興していくというのは、本
当に難しいところです。文部科学省は「総合知」
や「集合知」という言葉をよく使われますが、
いまの学術界にもそうした考えが求められてい
るのだと思います。
　専門領域を極めることも重要ですが、先ほど

チャレンジショップの様子

学生開発プロジェクトの様子



152024
Autumn

お話いただいた社長塾のように、色んな人と出
会って見分を広めることが、今の学生には必要
なのだと思います。
　こうした考えから、本学（徳島大学）では内部
でも研究分野の垣根を取り払い、異分野融合研
究を推進し、新たなアイデアに繋げるための

「研究クラスター制度」を実施しています。分野
横断的な場を作ることで研究テーマが広がるだ
けでなく、全く違う分野の研究者が持っている
機器を融合研究で他分野の研究者が使用するこ
とで、今まで予想もしなかったような成果が生
み出されています。
佐藤：何か物理的な交流スぺースも持ってらっ
しゃるのでしょうか。
河村：講義棟上階のエレベーターホール横の空
間を活用し、お茶を飲みながらディスカッショ
ンできるスペースを用意しています。今後、工
学部創立100周年の記念に日亜化学工業株式会
社さまからいただいたご寄附を活用し、「イノ
ベーションコモンズ」という建物も準備する予
定です。完成後は、就職説明会などでも活用し
ていきたいと考えています。

佐藤：やはり世間話から画期的なアイデアが出
てくる、ということはありますよね。ぜひ参考
にさせていただきたいです。
村崎：今の学生は授業や実験実習・就活に追わ
れ、「自分探し」をする時間や余裕がないように
も見えます。また、真面目で素直な子が非常に
多いとも感じます。周りから「出口（卒業後の仕

事）はここだ」と勧められ、その道を辿ること
を望まれている学生も多いのではないでしょう
か。
　近年、新学科を設置する際に文部科学省から

「卒業後の社会のニーズ」すなわち「就職先があ
るかどうか」の調査結果を求められます。文部
科学省も少子化でむやみに学部学科を増やせな
いという思いがあるのだと思います。ただ、あ
る意味では、既定路線を作り子どもたちの将来
を狭めているようにも感じます。
　「〇〇学科を卒業したならば△△に就職すべ
き」「一度仕事を決めたら、定年まで働くべき」
といった思考ではなく、もうすこし社会が若者
に寛容でなければいけないのでは？とも考えて
しまいます。他者への関心度が低いとも言えま
すが、寛容さ、自由度が高そうに「見える」都会
は、若者にとって魅力的なのかもしれません。

今後に向けた新たな取り組み
里：そうした状況でも、皆さまは学生や地元の
ニーズに応えられる学部学科を創設され続けて
いらっしゃるように思います。今後の展望など
はございますか。
佐藤：2025年は、学
園創立100周年とい
う節目の年になりま
す。
　100周年を迎える
にあたり、現在設置
構想中ですが、2026
年 4 月に「デジタル創生学部デジタル創生学科

（仮称）」という新たな学部の設置を計画してお
り、地域の中で新たな役割を担える人材の育成
にチャレンジしたいと思っています。
　新しい学部では、徳島県の若年層の県外流出
とデジタル人材不足に対応するため、情報科学
と経済的思考を併せ持ち、地域の課題解決や地
域活性化に貢献できる「実践的デジタル人材」
の育成・輩出をめざしております。このほか、

イノベーションコモンズのイメージ
（注）コンペティションで選定されたアドバイザーによる提案イメージ

であり、実際の整備案ではない

創立100周年記念ロゴ
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普通科の文系・理系や専門学科の多様な分野か
らも入学後共に学べる「文理融合の実践型教育」
とすることや、創立時に掲げた「女性の自立」
を背景に女子学生にとっても魅力的な学びの場
とすることなども新学部の特徴となるよう検討
していきたいと思っています。
村崎：徳島文理大学
では、2025年に学園
創立130周年を迎え
るにあたり、高松駅
横に現在の香川キャ
ンパス（さぬき市志
度）を全面移転いた
します。
　移転に伴い、高松駅キャンパスには新学科と
して総合政策学部経営学科を新設いたします。
地元・香川の高校生から「経営学を学びたい」

「家業を継ぎたいが学びの必要性を感じる」と
いった声を以前から伺っていました。そのため
に県外へ進学したケースもあったようです。
　そのようなニーズに応えるため、「まちか
ら学び、まちへ還元する学び」としてPBL

（Project Based Learning）を中心に、いまの経
営学、すなわち経済学・会計学・データサイエ
ンスも加えた学びを実施いたします。
　また、多様化する学生のニーズに応えるた
め、既存の学部学科の強みも生かし、学生たち
が横断的に学べる場を作っていきたいです。例
えば、薬剤師であってもデータサイエンスや経

営を学べたり、看護師であっても音楽療法が学
べたりと、総合大学の強みを活かすことで、学
生から選んでいただける大学であり続けたいと
思っています。

河村：徳島大学では、2023年度より理工学部理
工学科に「医光/医工融合プログラム」を新設
いたしました。
　学生定員は30名ですが、1 年生から医学部の
先生の指導を受けることができ、研究室にも配
属されます。「メディカル」というキーワードは
学生にとってもインパクトが強いようで、他の
理工系コースに比べて女子学生が 2 ～ 3 割程多
くなっております。
　昨今、人口減少や高齢化が加速しており、

「遠隔医療」の実現が急務とされています。本学
の強みである「光工学分野」と「総合医科学分
野」を融合させることで、光工学と医学双方の
知見と技術に精通し、研究から新ビジネスの創
出まで幅広い分野で活躍できる人材の育成をめ

新学部設置構想に関する記者会見の様子

新設中の高松駅キャンパス（外観イメージ）

高松駅キャンパス内の大講義室兼音楽ホール

創立130周年記念ロゴ
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ざしています。徳島でも高齢化が進む中、創造
的に社会課題を解決し、地域の活性化に貢献で
きればと考えております。

里：昨年度には、文部科学省から定員増加が認
められたとお伺いしました。全国の地方国立大
学のうち、認可が下りたのはわずか 3 件だけ
だったとのことですね。
河村：はい。徳島全体をみますと人口減少や県
外流出が進むにつれ、「光工学分野」の人材不足
が課題となっております。そうした状況に対応
する形で、「令和 6 年度大学・高専機能強化支援
事業（高度情報専門人材の確保に向けた機能強
化に係る支援）」に申請し、大学院創成科学研究
科（博士前期課程）理工学専攻に「先端融合情報
学プログラム（仮称）」（入学定員40名）を新設す
ることを計画しています（2024年6月26日付で
選定）。都市部と地方との情報技術導入におけ
る格差を解消するため、専門知識と情報科学の
双方に通じ、地域課題を解決できる高度情報専
門人材を養成していきたいと考えております。
　その他にも、研究者の早期育成のため、博士
号取得後に実務実習や国家試験を経て薬剤師資
格の取得が可能となる「Ph.D.-Pharmacistプロ
グラム～こころざし（KOKOROZASHI）プログ
ラム～」や、2023年 4 月には大学院医科栄養学
研究科に「宇宙栄養学コース」を開設するなど、

様々な取り組みを進めています。
里：先ほど、工学部創立100周年のお話もござ
いましたが、本年度には総合科学部も創立150
周年を迎えられますよね。
河村：総合科学部の歴史は、1874年（明治 7 年）
の徳島師範期成学校
の創設に遡ります。
1949年 の 学 制 改 革
により徳島大学学芸
学部となり、1966年
に教育学部に改称、
1986年 に 現 在 の 総
合科学部が設置され
ました。

　創立以来、3 万人あまりの卒業生を世に送り
出し、地域社会を支える優れた人材を輩出して
まいりましたが、このたびの創立150周年記念
事業では、その歴史を振り返るとともに、学生
の教育環境を整え、地域の皆様との絆をより深
める機会とさせていただきたく思います。
里：本日は貴重なお話をたくさんお聞きするこ
とができました。徳島の経営者の皆さまに、各
大学のご努力をお伝えする対談になったと思い
ます。本当にありがとうございました。

医光/医工融合プログラム　研究風景

創立150周年記念展

総合科学部
創立150周年記念ロゴ
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理念
国立大学法人徳島大学は、自主と自律の精神に基づき、真理の探究と知の創造に努め、
卓越した学術及び文化を継承し向上させ、世界に開かれた大学として、
豊かで健全な未来社会の実現に貢献する。

産学連携・共同研究に関するお問い合わせ
研究・産学連携部　常三島研究・産学支援課　研究・産学支援係　

TEL： 088-656-9861
E-mail：sangaku@tokushima-u.ac.jp

求人／インターンシップに関するお問い合わせ
キャリア支援室　

FAX：088-656-7635　FAX：088-656-7636
E-mail：gkseisyu@tokushima-u.ac.jp 

建学の精神　「全人的自立」
知識・技術の修得とともに、人間的な成長を志向し、
社会に貢献できる実践的な力を確立する。

産学連携・共同研究に関するお問い合わせ
地域教育・連携センター（SUDAchi 推進室）　社会連携推進課

TEL：088-665-9953
E-mail： sudachisuishin@shikoku-u.ac.jp

求人／インターンシップに関するお問い合わせ
就職キャリア支援部　就職キャリア支援課

TEL：088-665-9916
E-mail：syushokuka@shikoku-u.ac.jp

建学の精神　「自立協同」
成長してゆく人間として、「自立」は重要な到達目的であり、

「協同」は「自立」を具現化する方法である

産学連携・共同研究に関するお問い合わせ
徳島キャンパス地域連携センター

TEL：088-602-8261
E-mail：renkei@tks.bunri-u.ac.jp

香川キャンパス地域連携センター
TEL： 087-899-7207
E-mail：renkei@kgw.bunri-u.ac.jp

求人／インターンシップに関するお問い合わせ
徳島キャンパス　就職支援部

TEL：088-602-8400
E-mail：career@tks.bunri-u.ac.jp

香川キャンパス　就職支援部
TEL：087-899-7400
E-mail：career@kgw.bunri-u.ac.jp

（2024年6月17日　ホテルクレメント徳島にて）
 （企画・構成　里正彦／　編集　近藤有紀　瀧川めぐみ　／　座談会当日撮影　工藤健志）


